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21
年
10
月
の
開
院
を
目
指
し
つ
ち
音

〜
北
秋
田
市
民
病
院
起
工
式 

　
平
成
21
年
10
月
の
開
院
を
目
指
し
、
県
立
北
欧
の
杜

公
園
の
一
角
に
整
備
を
進
め
て
い
る
北
秋
田
市
民
病
院

の
起
工
式
が
12
月
５
日
、
現
地
で
行
わ
れ
、
関
係
者
が

工
事
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
神
事
で
は
、
岸
部
市
長
と
工
事
関
係
者
の
代
表
が
鍬

入
れ
を
し
て
工
事
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。
岸
部
市
長

は
「
こ
の
場
所
は
、
県
と
国
の
協
力
、
そ
れ
に
市
議
会

の
理
解
を
得
て
決
定
し
た
建
設
地
。
昨
日
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
同
意
書
も
届
き
、
い
よ
い
よ
着
工
が
始
ま
る
。

完
成
ま
で
２
年
近
く
か
か
る
が
、
立
派
な
市
民
病
院
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
建
築
工
事
の
工
期
は
平
成
21
年
８
月
。
工
事
完
了
後
、

機
器
の
設
置
や
既
存
病
院
か
ら
の
患
者
移
送
を
行
い
、

同
年
10
月
に
開
院
の
予
定
で
す
。 

願
い
を
込
め
て
大
し
め
縄
づ
く
り

　
綴
子
神
社
氏
子
青
年
会
（
三
沢
定
幸
会
長
、
会
員

84
人
）
に
よ
る
大
し
め
縄
作
り
が
11
月
25
日
、
綴
子

下
町
自
治
会
館
で
行
わ
れ
、
会
員
ら
が
製
作
作
業
に

精
を
出
し
ま
し
た
。 

　
同
青
年
会
で
は
、
神
社
と
地
域
へ
の
奉
仕
活
動
、

伝
統
技
術
の
継
承
な
ど
を
目
的
に
２
年
前
か
ら
同
神

社
に
飾
る
し
め
縄
作
り
を
始
め
た
も
の
で
、
こ
の
日
、

会
員
10
人
が
参
加
し
て
、
同
神
社
の
武
内
尊
英
宮
司

が
見
守
る
中
で
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
縄
の
材
料
と
な
る
ス
ゲ
の
量
は
一
畝
分（
約
１
０
０

㎡
）
ほ
ど
。
完
成
し
た
10
ｍ
に
も
な
る
大
し
め
縄
は
、

12
月
中
旬
に
綴
子
神
社
の
正
面
の
鳥
居
に
飾
ら
れ
、

新
年
を
迎
え
る
準
備
を
整
え
ま
す
。 

〜
綴
子
神
社
氏
子
青
年
会 

昭
和
の
懐
か
し
い
名
作
を
鑑
賞

〜
優
秀
映
画
鑑
賞
会
、「
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」
な
ど 

 
名
作
映
画
を
上
映
す
る
「
優
秀
映
画
鑑
賞
会
」
が

12
月
２
日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
約
２
０
０
人

の
観
衆
が
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
に
制
作
さ
れ
た

懐
か
し
い
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
会
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
上
映
さ
れ
た
の
は
、「
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ

る
街
」
「
け
ん
か
え
れ
じ
い
」
「
八
月
の
濡
れ
た
砂
」

「
伊
豆
の
踊
り
子
」
の
青
春
映
画
特
集
４
本
で
、
11

月
18
日
に
は
合
川
公
民
館
で
も
上
映
会
が
行
わ
れ
、

多
く
の
市
民
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

　
上
映
会
終
了
後
集
ま
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ぜ

ひ
ま
た
企
画
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
多
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
市
文
化
会
館
で
は
来
年
度
も
継
続
し
て
開
催

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

う

ま

い

話

に

ご

用

心

〜
「
賢
い
消
費
者
と
な
る
た
め
に
」
研
修
会 

　
北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
連
合
婦
人
会
主
催
の
消

費
者
問
題
研
修
会
が
12
月
５
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
健
康
で
安
全
な
消
費
生
活

に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。 

　
研
修
会
で
は
、
健
康
の
根
本
と
な
る
食
に
つ
い
て

の
知
識
、
特
に
高
齢
期
の
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
や
悪

質
商
法
の
実
態
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　
県
生
活
セ
ン
タ
ー
の
高
橋
智
香
子
さ
ん
に
よ
る
講

演
で
は
、
巧
妙
化
し
て
い
る
悪
徳
商
法
の
手
口
に
つ

い
て
実
例
を
挙
げ
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
の
細
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
被
害

を
防
ぐ
に
は
、
地
域
の
連
携
が
大
切
と
説
か
れ
、
地

域
を
守
る
た
め
婦
人
会
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。 

あ
こ
が
れ
の
制
服
を
着
て
大
人
気
分

 

大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
で
11
月
23
日
、

「
ち
び
っ
こ
制
服
撮
影
会
」
が
開
か
れ
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
な
ど
の
制
服
に
身
を
包
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
、
う

れ
し
そ
う
な
表
情
で
写
真
に
収
ま
り
ま
し
た
。 

　
同
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
な
ど
が
子
ど
も
た
ち

に
働
く
大
人
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
も
ら
お
う
と
企
画

し
た
も
の
で
、
勤
労
感
謝
の
日
に
ち
な
ん
だ
新
し
い

イ
ベ
ン
ト
。
Ａ
Ｎ
Ａ
、
秋
田
県
警
、
消
防
署
の
協
力

を
得
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
・

航
空
整
備
士
・
警
察
官
・
消
防
士（
制
服
・
耐
火
服
）

の
子
ど
も
制
服
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。 

　
撮
影
会
に
は
午
前
、
午
後
の
部
会
わ
せ
て
約
２
０
０

人
の
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
制
服
を
着
た
子
ど
も
た

ち
は
、
満
面
の
笑
顔
で
両
親
ら
が
向
け
る
カ
メ
ラ
に

向
か
っ
て
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

〜
大
館
能
代
空
港
「
ち
び
っ
こ
制
服
撮
影
会
」 

公
民
館
ホ
ー
ル
が
美
術
館
に

〜
第
39
回
鷹
巣
絵
画
ク
ラ
ブ
展 

　
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
11
月
24
日
か
ら
鷹
巣
絵

画
ク
ラ
ブ（
成
田
知
枝
会
長
）の
第
39
回
ク
ラ
ブ
展
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
30
年
ほ
ど
前
に
発
足
し
た
絵
画
愛

好
家
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
で
、
会
員
は
鷹
巣
、
合
川
、

森
吉
地
区
の
24
人
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ホ
ー
ル
に
は
、
県
展
入
選
作
な
ど
会
員
12
人
の
近

作
37
点
の
ほ
か
能
代
市
か
ら
３
人
９
点
の
作
品
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
ど
亡
く
な
ら
れ
た

会
員
の
遺
作
８
点
も
合
わ
せ
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
展
示
さ
れ
た
の
は
、
季
節
感
豊
か
な
風
景
画
や
静

物
、
抽
象
画
な
ど
の
洋
画
が
中
心
で
、
ま
た
、
銅
版

打
ち
出
し
に
よ
る
レ
リ
ー
フ
の
彫
金
作
品
な
ど
も
入

場
者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。 

昼食持参で鑑賞に訪れた家族もいました 

鍬入れを行い工事の安全を祈願する岸部市長 

これまでで一番大きなものができたしめ縄づくり 会員による寸劇も行われた研修会 

満面の笑顔でポーズをとる子どもたち 

クラブ会員らの作品計54点が展示された絵画クラブ展 


